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　富山大学国際交流センターは，2013年10月に従来の留学生センターを改組して新たに設けられまし
た。それにともなって，研究の一層の発展を期するとともに，この１年のセンターの活動を記録するの
にふさわしいものとするために，「国際交流センター紀要」を創刊号として発刊することとなりまし
た。
　本センターは富山大学のグローバル化を推進するために，従来の留学生センターの留学生に対する教
育・指導に加えて，留学支援チームの業務であった富山大学学生の海外留学の支援を業務のもう一つの
柱とすることとなりました。振り返れば，留学生センター設置当初は日本語予備教育が主な業務だった
のですが，近年は交換留学生の増加により，日本語教育も総合日本語コースや日本語課外補講にその重
点が移っています。昨年度の新センター設置からはそれに加えて，留学に対する相談業務や，留学する
ために必要な，英語を主とした外国語運用能力を身につける学習の支援も新たに国際交流センターの業
務に加わりました。さらにこれまではサービスの提供できる範囲が五福キャンパスにほぼ限られていま
したが，新センターでは杉谷キャンパス，高岡キャンパスにもサービスを提供できるよう，文字通りの
富山大学の国際交流センターとしての役割が充実するようはかっています。
　これらの変化に対応しセンターの機能を充実させるために，センターでは体制の充実につとめていま
す。留学生センターから国際交流センターに改組するにあたっては，残念ながらコーディネーター他数
名の事務スタッフが増員されただけで，教育・研究スタッフの増員はかないませんでした。しかし新セン
ターは各部局の教員の協力を得ながら業務を進めることができるようになり，従来からの留学生教育に
関する業務の充実はもちろんのこと，新たな留学生派遣業務もしっかりしたものにしていきたいと思っ
ています。今のところ新たなセンターとしての体制は整備の途上ですが，それでも津田コーディネーター
をはじめとするスタッフのおかげで海外語学研修の参加者は昨年に比べて大幅に増加しました。またこ
れまでは学生の海外留学には積極的とは言えなかった学部からも，留学したいという学生の要望や，留
学できる教育体制を整備したいという相談が，センターに寄せられるようになってきました。
　前記のように教育・研究スタッフの充実がかなわなかったため，本紀要に掲載する研究の成果は，こ
れまでの留学生センター紀要と大きく変わりませんでしたが，それでも国際交流に関する研究が掲載さ
れましたし，年報欄のこの１年間の活動記録には富山大学学生の海外留学に関する記載が加わっていま
す。また年報には記載していないものの，本年度からは国際交流活動が盛んになっています。特筆すべ
きはセンターで留学生と日本人学生が盛んに交流をすすめられていて，それも教職員が企画したのでは
なく学生達自身が企画した活動が盛んになっているのは喜ばしいことです。また，それに伴って国際交
流センターを訪問する学生が増え，これまでは一部の留学生にしか知られていなかったセンターの存在
が，多くの学生・教職員に知られるようになったことは，富山大学の国際交流センターにとって大きな
一歩であると言えましょう。これらの成果は次号の紀要の年報欄でお知らせすることができると思いま
す。この一歩がさらに続く一歩となりますように，またその成果を来年以後の紀要でお知らせできます
ことを，新国際交流センター長として確信しております。
　最後に，これからは各部局の教職員・学生として富山大学の国際化が進むよう，さらなる充実をはかっ
ていきますので，皆様の協力をお願いいたしまして，創刊の辞を結ばせていただきます。
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